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働く人シリーズ�　リトミック講師
　リトミックは音楽に合わせて体を動かすことで、音感やリズム　リトミックは音楽に合わせて体を動かすことで、音感やリズム
感、表現力や運動能力を育む音楽教育法です。感、表現力や運動能力を育む音楽教育法です。
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表現する力も伸ばすことにつながります。表現する力も伸ばすことにつながります。
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問　
委
託
料
の
増
額
理
由
は
。

答　
令
和
５
年
６
月
の
国
の

要
綱
改
正
に
よ
り
、
条
件
が

緩
和
さ
れ
支
援
対
象
が
拡
大

し
た
。

　
本
市
で
は
令
和
６
年
10
月

か
ら
新
た
に
１
施
設
と
契
約

し
、
利
用
し
や
す
い
料
金
で

産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
型
事
業

は
計
２
施
設
で
実
施
し
、
新

施
設
で
は
対
象
を
出
産
後
１

年
以
内
の
母
子
に

拡
大
し
た
。
利
用

者
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
本
補

正
予
算
で
委
託
料

の
増
額
を
計
上
し

て
い
る
。

問　
１
０
０
万
円
の
根
拠
は
。

答　
当
初
予
算
で
は
継
続
施

設
で
60
泊
分
を
見
込
ん
で
い

た
が
、
11
月
ま
で
に
42
泊
の

申
請
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
新
施
設
で
は
対

象
を
出
産
後
１
年
以
内
の
母

子
に
拡
大
し
た
こ
と
で
、
す

で
に
14
泊
の
申
請
が
あ
り
、

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て

１
１
０
泊
分
を
想
定
し
、
増

額
し
た
。

問　
増
額
補
正
の
要
因
は
。

答　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
令

和
６
年
度
末
で
終
了
予
定
の

た
め
、
市
は
未
接
種
対
象

者
へ
積
極
的
な
周
知
と

情
報
提
供
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
接
種
者

数
は
大
幅
に
増
え
、
ま

た
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
高

単
価
の
９
価
ワ
ク
チ
ン

を
選
択
し
て
い
る
こ
と

か
ら
追
加
の
予
算
措
置

を
行
っ
た
。

問　
今
後
の
動
向
は
。

答　
現
在
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
が
不
安
定
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

の
専
門
家
部
会
は
令
和

６
年
度
中
に
１
回
で
も

接
種
し
た
人
に
限
っ
て
、
残

り
の
接
種
に
つ
い
て
は
令
和

７
年
度
も
公
費
で
受
け
ら
れ

る
と
す
る
条
件
付
き
延
長
の

方
針
を
示
し
て
い
る
。

問　
他
の
自
治
体
で
は
投
票

所
入
場
券
の
発
送
が
遅
れ
た

と
聞
く
。
本
市
の
現
状
は
。

答　

公
示
日
か
ら
２
、３
日

ま
で
に
は
全
有
権
者
に
到
着

し
た
と
認
識
し
て
い
る
。
職

員
の
努
力
が
あ
り
、
業
者
と

の
調
整
も
う
ま
く
い
っ
た
。

問　
選
挙
公
報
の
配
布
は
ど

う
か
。

答　
本
市
に
お
い
て
は
法
定

さ
れ
て
い
る
選
挙
期
日
の
2

日
前
に
お
お
む
ね
配
布
し
て

お
り
、
基
本
的
に
は
間
に

合
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
投
票
用
紙
交
付
機
の
購

入
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答　
投
票
用
紙
を
確
実
に
渡

す
た
め
、
計
画
的
に
交
付
機

を
購
入
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
補
助
が
あ
る
国
政
選
挙

の
機
会
を
捉
え
て
購
入
し

た
。

問　
文
化
芸
術
活
動
地
域
支

援
事
業
の
内
容
は
。

答　
こ
の
事
業
は
令
和
5
年

度
か
ら
小
・
中
学
生
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
。
令
和
6

年
度
は
学
校
開
催
と
文
化
施

設
開
催
と
の
2
本
立
て
で

行
っ
て
い
る
。

　
学
校
開
催
分
は
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
想

定
よ
り
も
多
く
の
開
催
希
望

が
あ
っ
た
。

　
文
化
施
設
開
催
分
は
、
昨

年
度
よ
り
も
多
く
の
参
加
が

あ
る
状
況
で
あ
る
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
地
域
支

援
事
業
の
内
容
は
。

答　
こ
の
事
業
は
令
和
6
年

7
月
か
ら
毎
月
実
施
し
て
い

る
。
休
日
の
部
活
動
支
援
を

段
階
的
に
進
め
る
た
め
、
市

内
の
中
学
校
６
校
の
運
動
部

5
種
目
を
対
象
に
合
同
で
部

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
市
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

業
務
を
委
託
し
、
外
部
講
師

を
招
き
、
実
施
し
て
い
る
。

　
特
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
は
男
女
と
も
に
約
１
０
０

名
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
2
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
月
2
回
実
施
し
て

い
る
。

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青　
藍　
会　
原
田　
雄
一 

議
員

公　
明　
党　
鈴
木　
美
恵 

議
員

日
本
共
産
党　
床
井　
紀
範 

議
員

会
派
外
の
議
員　
民
部　
佳
代 

議
員

令
和
６
年

令
和
６
年  

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

11 
  2８

12 
  18

　
令
和
6
年
第
4
回
定
例
会
で
は
、
文
化
振
興
事
業
及

び
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
並
び
に
母
子
保
健
包
括
支
援
事

業
な
ど
を
拡
充
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
、
上
野
台
体

育
館
と
駒
林
体
育
館
の
料
金
を
改
定
す
る
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
、
文
化
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
な
ど
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
議
案
20
件
を
慎
重
に
審
議
し
、
全
て
の
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
の
指
導
で

プ
ロ
の
指
導
で

部
活
動
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

部
活
動
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

短
期
間
で
準
備
に

追
わ
れ
た
総
選
挙

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
））

補正予算
全員賛成で承認

　
衆
議
院
の
解
散
に
伴
い
、
令
和
６
年
10
月
27
日
に
戦

後
２
番
目
に
短
い
18
日
間
の
準
備
を
経
て
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
執
行

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
費
用
５
１
６
６
万
３
千
円
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
利
用
し
や
す
い

産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

�

母
子
保
健
包
括
支
援
事
業

補正予算
全員賛成で可決

　

産
後
ケ
ア
事
業
に
関
す
る
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

利
用
者
が
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
利
用
条
件
が
緩
和

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
を

増
や
し
、
利
用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
補
正
予

算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
者
数
が
大
幅
な
伸
び

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

�

予
防
接
種（
Ａ
類
疾
病
）事
業

補正予算
全員賛成で可決

　
子
宮
頸
が
ん
等
を
予
防
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積

極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
、
接
種
機
会
を
逃
し
た

人
を
対
象
に
実
施
す
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
委
託

料
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

すこやかな育児ができるように

部
活
動
に

専
門
的
な
視
点
を

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

�

文
化
振
興
事
業
及
び
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

補正予算
全員賛成で可決

　
中
学
校
に
お
け
る
文
化
部
と
運
動
部
の
部
活
動
の
機

会
を
拡
充
す
る
た
め
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
有
す

る
外
部
講
師
な
ど
を
派
遣
す
る
予
算
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。
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令和６年第４回定例会の提出議案と審議結果

気
軽
に
利
用
で
き
る

屋
外
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

東
文
化
施
設
ホ
ー
ル
棟
は

西
文
化
施
設
と
一
体
的
運
営

市
立
文
化
施
設
条
例
の
一
部
改
正

市
立
文
化
施
設 

指
定
管
理
者
の
指
定

　
東
文
化
施
設
に
屋
外
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
併
設
さ

れ
ま
す
。
料
金
は
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
２
２
５
０

円
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
３
０
０
０
円
と
す

る
条
例
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
文
化
施
設
ホ
ー
ル
棟
と
屋
外
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
西
文
化
施
設
・
東
文
化

施
設
多
目
的
棟
の
事
業
者
が
引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

条例改正
全員賛成で可決

指定管理者
の指定

全員賛成で可決

問　

屋
外
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
の
概
要
は
。

答　
主
に
公
共
的
な
利
用

を
想
定
し
て
お
り
、
上
野

台
小
学
校
側
に
ス
テ
ー
ジ

部
分
と
観
覧
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
。
観
覧
ス
ペ
ー
ス
で

は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の

利
用
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
有
料
利
用
が
な

い
場
合
に
は
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
利
用
で

き
る
。
さ
ら
に
、
水
害

時
の
車
両
避
難
場
所
と

し
て
も
活
用
で
き
る
。

問　
利
用
に
夜
間
区
分

は
な
い
の
か
。

答　
近
隣
に
は
小
学
校

や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
る

た
め
、
音
の
問
題
が
あ

る
。

　
夜
間
の
時
間
帯
に
つ

い
て
は
設
定
せ
ず
、
午
前
午

後
と
い
う
区
分
を
設
定
し
た
。

問　
予
約
方
法
は
。

答　
利
用
日
の
３
ヵ
月
前
か

ら
窓
口
で
の
予
約
申
し
込
み

を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
文
化
施
設
ホ
ー

ル
と
一
体
的
に
利
用
す
る
場

合
は
、
ホ
ー
ル
と
同
時
に
最

長
１
年
前
か
ら
予
約
申
し
込

み
が
で
き
る
計
画
を
し
て
い

る
。

問　
東
文
化
施
設
の
新
ホ
ー

ル
棟
を
含
ん
だ
管
理
運
営
に

お
い
て
人
員
な
ど
の
体
制
は
。

答　
事
業
担
当
１
名
、
運
営

補
助
業
務
５
名
、
舞
台
責
任

者
１
名
、
舞
台
技
術
ス
タ
ッ

フ
２
名
を
増
員
し
運
営
す
る

予
定
で
あ
る
。

問　
ホ
ー
ル
棟

に
照
明
、
音
響

の
専
門
性
が
あ

る
職
員
の
採
用

は
さ
れ
る
の
か
。

答　

ス
テ
ラ
・

イ
ー
ス
ト
の

ホ
ー
ル
棟
の
音

響
と
映
像
は
、

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ

ス
ト
と
同
様
に

指
定
管
理
会
社

か
ら
再
委
託
す

る
方
向
で
考
え

て
い
る
。

問　
東
文
化
施

設
ホ
ー
ル
棟
か
ら
屋
外
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
ま
で
の
管
理

も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答　
管
理
の
範
囲
は
、
令
和

７
年
ス
タ
ー
ト
す
る
時
点
か

ら
含
ま
れ
る
。

臨場感あふれるステラ・イーストホール（完成予想図）

●全会一致で可決した議案
議案番号 議案名 議決結果 議案番号 議案名 議決結果
第 71 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて（令和６
年度ふじみ野市一般会計補正予算（第４号）） 承　認 第 81 号 

議　 案
ふじみ野市立スポーツセンター等の指定
管理者の指定について 可　決

第 72 号 
議　 案

令和６年度ふじみ野市一般会計補正予算
（第５号） 可　決 第 82 号 

議　 案
ふじみ野市立文化施設の指定管理者の指
定について 可　決

第 73 号 
議　 案

ふじみ野市印鑑条例の一部を改正する条
例 可　決 第 83 号 

議　 案
ふじみ野市立大井総合福祉センターの指
定管理者の指定について 可　決

第 75 号 
議　 案

ふじみ野市立文化施設条例の一部を改正
する条例 可　決 第 84 号 

議　 案
ふじみ野市立上福岡図書館大規模改修工
事請負変更契約の締結について 可　決

第 76 号 
議　 案

ふじみ野市立放課後児童クラブ条例の一
部を改正する条例 可　決 第 85 号 

議　 案
令和６年度ふじみ野市一般会計補正予算

（第６号） 可　決
第 77 号 
議　 案

ふじみ野市地区計画区域内における建築物
の制限に関する条例の一部を改正する条例 可　決 第 86 号 

議　 案
令和６年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計補正予算（第３号） 可　決

第 78 号 
議　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決 第 87 号 

議　 案
令和６年度ふじみ野市介護保険特別会計
補正予算（第２号） 可　決

第 79 号 
議　 案

ふじみ野市立鶴ケ岡コミュニティセン
ター及びふじみ野市立旭ふれあいセン
ターの指定管理者の指定について

可　決 第 90 号 
議　 案

ふじみ野市職員の給与に関する条例及び
ふじみ野市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の一部を改正する条例

可　決

第 80 号 
議　 案

ふじみ野市立産業文化センターの指定管
理者の指定について 可　決

●賛否が分かれた議案� 〇：賛成　　×：反対

議
案
番
号

議案名
議
決
結
果

青藍会 公明党 日本共産党
会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

川
島　
秀
男

前
田　
広
子

鈴
木　
宏
樹

板
倉　
　
篤

原
田　
雄
一

加
藤　
恵
一

小
林　
憲
人

山
田　
敏
夫

古
越　
孝
子

鈴
木　
美
恵

川
畑　
京
子

島
田　
和
泉

足
立
志
津
子

床
井　
紀
範

塚
越　
洋
一

田
中　
早
苗

金
濵　
高
顕

坪
田　
敏
孝

鈴
木
啓
太
郎

近
藤　
善
則

民
部　
佳
代

第 74 号 
議　 案

ふじみ野市立スポーツセンター条
例の一部を改正する条例

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議

長×××〇〇〇〇〇〇

第 88 号 
議　 案

ふじみ野市議会議員の議員報酬及
び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例

可
決〇退

席〇〇〇〇〇〇〇〇〇議
長×××〇退

席〇〇〇〇

第 89 号 
議　 案

市長及び副市長の給与等に関する
条例の一部を改正する条例

可
決〇退

席〇〇〇〇〇〇〇〇〇議
長×××〇〇〇〇〇〇

※議長は採決に加わっていません。

開放的なステージで盛り上がろう（完成予想図）

問　
料
金
の
試
算
は
。

答　
ガ
ス
料
金
等
の
支
出
は

年
間
約
２
５
０
万
円
、
条
例

改
正
に
よ
り
料
金
収
入
は
約

１
０
０
万
円
増
を
見
込
ん
で

い
る
。

問　
空
調
の
利
用
率
を
ど
う

判
断
し
た
か
。

答　
1
年
の
う
ち
7
割
が
気

温
28
度
を
超
え
る
。
効
率
を

考
え
、
夏
場
は
一
旦
つ
け
て

消
す
の
で
は
な
く
、
朝
つ
け

て
夜
ま
で
室
温
を
キ
ー
プ
す

る
運
用
を
考
え
て
い
る
。
冬

場
は
種
目
に

よ
っ
て
違
い
が

生
じ
る
の
で
、

調
整
し
な
が
ら

運
用
す
る
。

問　
条
例
改
正

に
当
た
り
市
民

の
意
見
は
。

答　
利
用
者
に

は
対
面
で
話
を

聞
い
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会
で
説
明
し
意
見

集
約
し
た
。

問　
空
調
料
金
を
別
途
支
払

う
施
設
も
あ
る
が
、
考
え
方

は
。

答　

現
在
、
武
道
場
や
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
コ
イ
ン

式
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
は
総
合
体
育

館
の
空
調
工
事
を
進
め
、
駒

林
体
育
館
、
上
野
台
体
育
館

と
同
様
に
施
設
料
金
に
含
め

る
よ
う
統
一
し
た
い
。

エ
ア
コ
ン
導
入
で

快
適
な
体
育
館

市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　
上
野
台
体
育
館
、
駒
林
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
導
入
に

伴
い
、
令
和
７
年
６
月
１
日
か
ら
施
設
料
金
を
ア
リ
ー
ナ

３
分
の
１
使
用
で
利
用
区
分
ご
と
２
０
０
円
か
ら
４
０
０

円
と
す
る
改
正
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

条例改正
賛成多数で可決

これからは快適にＱ　大会に参加したきっかけと感想は。

Ａ　お兄ちゃんとお姉ちゃんが参加していたの
がきっかけで、１年生の時に初めて参加しまし
た。コロナ禍は休会でしたが、再開できました。
大会で、色々な人と対戦してみたいです。
　中学生になったら、ジュニアリーダーとして
審判をやりたいです。
Ｑ　市や学校にやってほしいことは。
Ａ　学校で、大会の決勝戦をやってみたいです。

彩の国21世紀郷土かるた大会に参加した子どもたちから
市の取り組みなどについて考えていることをインタビューしました。

in 郷土かるた大会in 郷土かるた大会子どもたち子どもたちにに聞きました聞きました
連 載 企 画

星
ほ し の

野 花
か な

奈 さん　　定
じょうむら

村 陽
ひ な こ

奈子 さん
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本会議・各常任委員会での質疑をまとめてお知らせします。
議 案 審 議



市政を問う！
一般質問

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、18人
の議員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての
質問と回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（2月中旬掲載予定）

問　
北
海
道
恵
庭
市
立
図
書

館
の
よ
う
に
自
習
室
・
休
憩

室
を
設
け
て
は
。

答　

上
福
岡
図
書
館
で
は
、

夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
の
間

は
集
会
室
等
を
開
放
す
る
予

定
で
あ
る
。
軽
食
の
販
売
を

予
定
し
て
お
り
、
サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
と
し
て
く
つ
ろ
ぎ
な

が
ら
滞
在
で
き
る
環
境
整
備

を
進
め
る
。

物
価
高
騰
下
の 

 
ひ
と
り
親
家
庭
支
援

問　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
の
考
え
は
。

答　
直
接
的
な
経
済
的
支
援

も
重
要
だ
が
、
稼
ぐ
力
を
高

め
る
支
援
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
市
と
し
て
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
た
い
。

小
学
生
へ
の
学
習
支
援

問　
学
習
支
援
実
施
の
考
え

は
。

答　
所
得
に
よ
る
限
定
が
な

い
形
で
、
多
様
な
学
習
支
援

の
中
か
ら
自
分
に
合
う
も
の

を
選
べ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
の
活

用
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
に
関
係
機
関
と
連
携
し
、

検
討
し
て
い
る
。

学
校
に
通
い
づ
ら
い 

 

子
ど
も
へ
の
対
応
体
制

問　
国
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
、
教
室
外
登

校
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

答　
学
び
の
多
様
化
に
対
応

す
る
学
習
室
等
を
全
校
に
設

置
し
て
い
る
。

図
書
館
の
利
用
促
進

坪
田　
敏
孝 

議
員

ふ
じ
み
野
特
産
品
づ
く
り

加
藤　
恵
一 

議
員

問　
地
場
産
農
産
物
の
６
次

産
業
化
の
取
り
組
み
は
。

答　
市
観
光
協
会
で
は
、
酒

蔵
も
な
い
地
域
で
あ
る
が
市

産
の
お
米
を
原
料
と
し
た
地

酒
づ
く
り
事
業
を
開
始
し
た
。

　
市
誕
生
20
周
年
を
契
機
に

販
売
で
き
る
よ
う
に
現
在
進

め
て
い
る
。

農
と
食
を
つ
な
ぐ 

 

取
り
組
み

問　
地
場
産
農
産
物
を
飲
食

店
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
は
。

答　
女
子
栄
養
大
学
か
ら
市

産
の
農
産
物
を
使
用
し
た
商

品
開
発
を
行
い
た
い
と
要
望

が
あ
り
、
市
内
の
農
業
者
や

飲
食
店
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
っ
た
。

　

農
業
者
や
飲
食
店
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
地
産
地
消
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

規
格
外
野
菜
の
活
用

問　
規
格
外
野
菜
を
子
ど
も

食
堂
等
に
活
用
し
て
は
。

答　
現
在
、
地
域
内
の
農
業

者
と
子
ど
も
食
堂
等
の
関
係

者
と
個
々
の
つ
な
が
り
の
中

で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
農
業
者

と
強
い
つ
な
が
り
を
持
つ
Ｊ

Ａ
い
る
ま
野
と
の
情
報
交
換

や
、
農
業
者
の
意
見
や
意
向

等
を
聞
き
、
今
後
の
連
携
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

地酒づくり始まる

誰一人取り残さない学びの保障を

一 般 質 問

問　
若
い
世
代
が
将
来
の
妊

娠
に
備
え
、
日
々
の
生
活
や

健
康
と
向
き
合
う
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
現
状
の

取
り
組
み
と
課
題
は
。

答　
令
和
６
年
３
月
に
策
定

し
た
第
２
期
元
気
・
健
康
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
ご
と
に
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

　
成
人
女
性
向
け
事
業
に
加

え
、
今
後
は
男
性
や
思
春

期
・
青
年
期
対
象
の
幅
広
い

世
代
へ
の
事
業
実
施
と
啓
発

を
行
う
。

問　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
健
康

相
談
支
援
サ
イ
ト
、
ス
マ
ー

ト
保
健
相
談
室
の
周
知
啓
発

を
。

答　
必
要
な
時
に
自
由
に
ア

ク
セ
ス
可
能
で
、
ス
マ
ホ
世

代
に
便
利
で
重
要
な
ツ
ー
ル

と
認
識
し
て
い
る
。

　

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
周
知
し
、
カ
ー
ド

や
シ
ー
ル
等
を
活
用
し
て
周

知
に
努
め
る
。

お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト 

 

タ
ク
シ
ー
の
拡
充
を

問　
川
越
市
や
所
沢
市
の
医

療
機
関
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
広
域
化
の
考
え
は
。

答　
令
和
２
年
４
月
か
ら
運

行
範
囲
を
市
内
か
ら
富
士
見

市
と
三
芳
町
を
加
え
た
２
市

１
町
に
拡
大
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
実
績
で

は
、
91
・
2
％
が
市
内
の
乗

降
で
、
富
士
見
市
と
三
芳
町

の
乗
降
は
8
・
8
％
に
留
ま

る
た
め
、
現
時
点
で
運
行
範

囲
の
更
な
る
拡
大
は
考
え
て

い
な
い
。

若
い
世
代
の
健
康
支
援

古
越　
孝
子 

議
員

からだや性・妊娠を知ろう

問　
学
習
指
導
要
領
に
よ
れ

ば
、
全
て
の
教
科
に
お
い
て

愛
国
心
の
養
成
を
図
る
こ
と

と
認
識
す
る
。市
の
手
法
は
。

答　
我
が
国
の
歴
史
や
伝
統

を
大
切
に
し
て
国
を
愛
す
る

心
情
を
養
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問　
防
衛
の
意
義
と
自
衛
隊

の
役
割
を
正
し
く
理
解
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
の
考
え
は
。

答　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

や
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
に
つ

い
て
調
べ
、
我
が
国
の
安
全

や
防
衛
に
つ
い
て
十
分
に
考

え
さ
せ
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。

問　
皇
室
の
温
か
さ
や
、
象

徴
と
し
て
の
務
め
に
つ
い
て

も
伝
え
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
。
市
の
考
え
は
。

答　
天
皇
・
皇
后
が
親
善
の

た
め
に
外
国
を
訪
問
し
た

り
、
式
典
へ
の
参
加
や
被
災

地
へ
の
訪
問
を
例
示
し
、
外

国
や
国
民
へ
の
様
々
な
関
わ

り
を
理
解
で
き
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

問　

建
国
神
話
に
つ
い
て
、

市
内
小
・
中
学
校
で
の
対
応

は
。

答　
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
ん

だ
り
、
感
想
を
伝
え
合
っ
た

り
す
る
な
ど
の
指
導
を
し
て

い
る
。

問　
竹
島
問
題
、
北
方
領
土

問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
。

答　
竹
島
や
北
方
領
土
が
我

が
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
る

こ
と
や
、
我
が
国
が
平
和
的

解
決
に
向
け
て
努
力
を
し
て

い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
多

面
的
・
多
角
的
に
考
え
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
で
の

愛
国
心
の
養
成金

濵　
高
顕 

議
員

問　
子
ど
も
の
居
場
所
の
支

援
状
況
は
。

答　
市
内
東
西
そ
れ
ぞ
れ
に

児
童
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
に

な
っ
て
い
る
。

　
０
歳
児
か
ら
中
高
生
ま
で

を
対
象
に
幅
広
い
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。
中
高
生
を
対

象
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ム

や
夜
間
開
館
は
、
本
市
児
童

セ
ン
タ
ー
の
特
徴
で
あ
る
。

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の 

 

設
置
と
支
援
を

問　
家
で
も
な
い
、
学
校
で

も
な
い
不
登
校
や
引
き
こ
も

り
、
ニ
ー
ト
と
い
っ
た
若
者

た
ち
の
第
三
の
居
場
所
と
し

て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

と
支
援
を
。

答　
子
ど
も
関
係
団
体
や
学

校
長
で
組
織
す
る
児
童
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
に
よ
れ

ば
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
が

児
童
セ
ン
タ
ー
を
居
場
所
と

し
て
い
る
実
績
が
あ
る
。

プ
レ
ー
パ
ー
ク
を 

 

子
ど
も
の
居
場
所
に

問　
全
て
の
子
ど
も
が
自
由

に
遊
ぶ
こ
と
を
保
障
す
る
プ

レ
ー
パ
ー
ク
の
設
置
を
。

答　
本
市
で
は
、
現
時
点
に

お
い
て
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
。

　

既
存
施
設
の
効
果
的
活

用
、
組
織
間
と
地
域
、
企
業

と
の
連
携
を
深
め
て
、
子
ど

も
た
ち
と
し
っ
か
り
向
き
合

う
こ
と
で
本
市
独
自
の
子
ど

も
の
居
場
所
が
で
き
上
が
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

遊び場が居場所に

子
ど
も
の
居
場
所

田
中　
早
苗 

議
員
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一 般 質 問

問　
高
齢
者
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

か
。

答　
入
間
東
部
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
で
親
睦

の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

問　
市
の
会
計
年
度
任
用
職

員
の
シ
ル
バ
ー
世
代
の
採
用

は
。

答　
退
職
後
の
シ
ル
バ
ー
世

代
の
職
員
が
技
術
、
経
験
等

を
生
か
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

問　
地
域
デ
ビ
ュ
ー
支
援
は
。

答　
地
域
貢
献
や
社
会
参
加

活
動
で
生
き
生
き
と
生
活
を

送
る
た
め
の
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
受
け
入
れ
施

設
の
拡
充
と
事
業
の
周
知
で

参
加
者
を
増
や
し
て
い
く
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
時
の  

目
の
健
康
啓
発

問　
端
末
利
用
に
当
た
っ
て

の
児
童
生
徒
の
健
康
へ
の
配

慮
等
に
関
す
る
啓
発
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
つ
い
て
周
知
は
。

答　

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の

ル
ー
ル
や
通
知
を
も
と
に
啓

発
し
、
使
用
方
法
や
健
康
の

配
慮
に
つ
い
て
指
導
し
て
い

く
。集

中
豪
雨
対
策

問　
止
水
板
の
設
置
、
購
入

補
助
を
し
て
は
。

答　
補
助
制
度
は
現
在
考
え

て
い
な
い
。
様
々
な
雨
水
対

策
の
効
果
を
検
証
し
、
他
自

治
体
の
効
果
等
を
注
視
し
て

い
く
。

生き生きと体験活動

高
齢
者
の 

 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
対
策
を

前
田　
広
子 

議
員

問　
路
上
喫
煙
の
防
止
及
び

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例

を
改
正
し
、
受
動
喫
煙
防
止

の
理
念
を
盛
り
込
ん
で
は
。

答　
受
動
喫
煙
防
止
の
取
り

組
み
の
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。

　
関
係
各
課
と
理
解
促
進
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
そ
れ
を
条
例
に
盛

り
込
む
こ
と
に
つ
い
て
も
近

隣
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し

検
討
し
て
い
く
。

問　
公
園
の
喫
煙
可
能
エ
リ

ア
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
は
。

答　
か
え
っ
て
喫
煙
目
的
の

公
園
利
用
が
増
え
、
受
動
喫

煙
の
機
会
も
増
え
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
現
在
ゾ
ー
ニ
ン

グ
の
考
え
は
な
い
。
所
沢
航

空
記
念
公
園
な
ど
園
内
全
面

禁
煙
に
踏
み
切
っ
た
例
も
あ

る
こ
と
か
ら
県
の
動
向
に
つ

い
て
も
注
視
す
る
。

公
共
施
設
の
設
備
を 

 

分
か
り
や
す
く

問　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の

内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て

は
。

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

公
共
施
設
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
ト
イ
レ
設
置
状
況
を
掲

載
し
た
。

　
本
庁
舎
の
設
備
案
内
等
に

つ
い
て
は
写
真
掲
載
な
ど
分

か
り
や
す
い
見
せ
方
を
研
究

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
は
指
定
管
理
施
設
等
も

含
め
全
体
で
統
一
的
に
進
め

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
。

県営公園はすでに全面禁煙に

受
動
喫
煙
防
止
に
向
け
て

板
倉　
篤 

議
員

問　
ホ
ー
ル
の
出
入
口
の
動

線
が
悪
く
ド
ア
の
利
用
を
制

限
し
て
い
る
た
め
、
１
階
カ

フ
ェ
横
の
通
路
が
混
雑
す
る
。

改
善
す
べ
き
で
は
。

答　
カ
フ
ェ
横
の
出
入
口
を

常
に
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と

や
他
の
場
所
を
開
放
す
る
こ

と
を
含
め
て
研
究
す
る
。

問　
２
階
の
ホ
ー
ル
出
入
口

の
ホ
ワ
イ
エ
は
交
流
や
団
ら

ん
の
場
所
だ
が
、
同
じ
ス

ペ
ー
ス
に
あ
る
図
書
館
の
利

用
者
か
ら
う
る
さ
い
と
苦
情

が
あ
る
。
壁
を
設
け
る
な
ど

区
分
す
べ
き
で
は
。

答　
今
後
は
ホ
ー
ル
の
催
事

を
周
知
し
、
３
階
、
４
階
の

図
書
閲
覧
場
所
を
案
内
な
ど

の
運
用
を
す
る
。

問　
敷
地
内
駐
車
場
の
空
き

状
況
が
分
か
る
よ
う
、
満

車
・
空
車
の
表
示
を
。

答　
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
誘
導

員
を
配
置
し
て
対
応
し
て
い

る
が
、
人
員
確
保
が
困
難
な

こ
と
も
あ
る
た
め
、
表
示
の

設
置
効
果
に
つ
い
て
検
討
す

る
。公

民
館
機
能
の
継
承

問　
上
福
岡
西
公
民
館
が
廃

止
さ
れ
る
が
、
公
民
館
が

行
っ
て
き
た
事
業
の
窓
口
は

ど
う
な
る
の
か
。

答　
教
育
委
員
会
で
引
き
続

き
特
定
の
施
設
に
と
ら
わ
れ

ず
多
角
的
に
事
業
展
開
す
る
。

特
に
社
会
教

育
士
が
配
置

さ
れ
て
い
る

文
化
施
設
で

は
市
の
社
会

教
育
主
事
と

連
携
を
強
化

す
る
。

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
を 

 

使
い
や
す
く

民
部　
佳
代 

議
員

駐車できるかは運次第

一 般 質 問
問　
市
で
は
、
平
成
30
年
度

に
市
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

計
画
を
策
定
し
、
自
転
車
が

安
全
に
通
行
で
き
る
空
間
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。
進
捗

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
25
・
9
ｋｍ
を
整
備
す
る

計
画
で
、
令
和
６
年
度
末
で

進
捗
率
は
約
３
・
８
ｋｍ
の

約
14
・
6
％
と
な
る
予
定
。

　
今
後
、
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
早
期
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
完
成
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

身
寄
り
の
な
い 

 

故
人
に
寄
り
添
う

問　
身
寄
り
が
な
い
人
が
増

え
、
引
き
取
り
手
の
な
い
遺

体
・
遺
骨
が
増
え
て
い
る
現

状
と
終
活
相
談
の
状
況
は
。

答　
市
に
お
い
て
も
、
身
寄

り
が
な
い
、
も
し
く
は
親
族

が
い
て
も
関
係
が
疎
遠
で
葬

祭
や
遺
体
等
の
引
き
取
り
を

拒
む
事
例
は
少
な
か
ら
ず
あ

り
、
生
活
保
護
法
を
適
用
し

た
例
で
令
和
５
年
度
は
34
件

あ
っ
た
。

　
生
前
に
自
身
で
準
備

を
す
る
終
活
支
援
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
て
終
活
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
に
お
い
て
も
市
民
の

ニ
ー
ズ
や
現
状
の
課
題

把
握
を
進
め
、
市
に

合
っ
た
支
援
の
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

山
田　
敏
夫 

議
員

問　
サ
ン
ロ
ー
ド
周
辺
の
ム

ク
ド
リ
対
策
の
方
針
は
。

答　
過
去
に
検
討
し
た
対
策

の
中
で
効
果
が
あ
っ
た
嫌
が

る
周
波
数
を
発
生
さ
せ
る
機

器
の
使
用
や
、
木
槌
で
電
柱

を
た
た
く
な
ど
し
て
ム
ク
ド

リ
を
追
い
払
う
。
そ
の
後
、

路
上
の
糞
を
清
掃
し
て
い
る
。

　
３
日
間
程
度
連
続
で
行
う

と
効
果
が
高
い
た
め
令
和
６

年
度
は
４
回
、
合
計
13
日
間

実
施
し
た
。

　
当
該
地
区
の
街
路
樹
剪
定

は
年
に
１
、２
回
実
施
し
て

お
り
、
地
域
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
追
加
の
剪
定
も
検
討

す
る
。

市
内
設
置
の 

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯

問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
の
種

類
、
個
数
及
び
設
置
時
期
並

び
に
全
体
点
検
の
考
え
は
。

答　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
及
び
街

路
灯
の
個
数
は
防
犯
灯
が
約

７
千
灯
、
街
路
灯
及
び
デ
ザ

イ
ン
灯
が
約
１
千
灯
、
合
計

約
８
千
灯
設
置
し
て
い
る
。

　
維
持
管
理
は
、
平
成
29
年

12
月
の
事
業
者
と
の
賃
貸
借

契
約
に
お
い
て
、
10
年
間
事

業
者
が
行
う
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　
防
犯
灯
の
全
体
点
検
を
年

度
内
に
実
施
し
、
修
繕
が
必

要
な
も
の
は
早
期
の

修
繕
実
施
を
計
画
し

て
い
る
と
報
告
を
受

け
て
い
る
。

　
点
検
中
に
点
滅
等

が
あ
れ
ば
街
路
灯
も

含
め
て
直
ち
に
交
換

等
を
行
う
。

増
え
続
け
る
ム
ク
ド
リ

鈴
木　
宏
樹 

議
員

ムクドリの襲来

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

の
強
化
の
た
め
、
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
推
進
法
が
改

正
さ
れ
た
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
把
握
の
調
査
方
法
及
び

計
画
は
。

答　
今
後
、
教
育
委
員
会
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
児
童
や

生
徒
に
配
布
さ
れ
て
い
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
実
施

を
計
画
し
て
い
る
。

問　
自
立
に
向
け
た
重
要
な

移
行
期
を
含
む
若
者
期
を
支

え
る
体
制
は
。

答　
18
歳
以
上
の
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
は
地
域
福
祉
課
が
中

心
と
な
る
。

　
個
別
に
支
援
が
必
要
な
場

合
は
、
関
係
課
と
連
携
し
て

切
れ
目
な
く
支
援
す
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
助
成

問　
県
内
の
公
費
助
成
の
導

入
状
況
は
。

答　

令
和
６
年
10
月
現
在
、

36
市
町
が
50
歳
以
上
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
。

問　
65
歳
以
上
に
向
け
た
定

期
接
種
と
な
っ
た
場
合
の
公

費
、
自
己
負
担
額
割
合
の
設

定
方
法
は
ど
う
な
る
か
。

答　

国
の
議
論
を
注
視
し
、

具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
た

ら
速
や
か
に
接

種
を
開
始
で
き

る
よ
う
、
東
入

間
医
師
会
及
び

富
士
見
市
、
三

芳
町
と
協
議
を

進
め
て
い
く
。

川
畑　
京
子 

議
員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー 
 

支
援
の
強
化
を

自転車が安全に走れる車道を
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問　
上
福
岡
西
公
民
館
が
市

民
の
持
ち
込
ん
だ
チ
ラ
シ
を

内
容
で
選
別
し
て
配
架
を
拒

否
し
た
の
は
、
禁
じ
ら
れ
て

い
る
検
閲
、
団
体
へ
の
不
当

な
圧
力
に
な
ら
な
い
か
。

答　
依
頼
を
受
け
た
チ
ラ
シ

は
議
案
提
案
中
の
公
民
館
条

例
廃
止
に
反
対
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
お
り
、
議
案
へ

の
賛
否
を
明
確
に
す
る
チ
ラ

シ
を
公
共
施
設
に
配
架
す
る

こ
と
は
不
適
切
と
し
た
。
公

民
館
以
外
の
場
所
で
の
配
布

を
禁
じ
る
も
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
検
閲
に
は
当
た
ら
ず
、

統
制
や
萎
縮
的
効
果
を
及
ぼ

す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

住
民
の
利
用
を 

 
拒
め
な
い
公
の
施
設

問　
地
方
自
治
法
第
２
４
４

条
は
、
公
の
施
設
に
つ
い
て

定
義
し
、
住
民
が
公
の
施
設

を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
不
当
な
差
別
的
取
り
扱

い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
し

て
い
る
。
こ
れ
に
抵
触
し
な

い
か
。

答　
チ
ラ
シ
の
館
内
配
架
は
、

公
民
館
の
付
加
的
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

当
該
チ
ラ
シ
は
政
治
的
中
立

性
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
と

判
断
し
た
。

社
会
教
育
団
体
と
の 

 

意
見
交
換
は

問　
今
後
も
当
該
団
体
と
の

意
見
交
換
は
あ
る
の
か
。

答　
社
会
教
育
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
有
意
義
な
話
し
合

い
を
し
て
い
る
。

公民館としては廃止が決定

鈴
木　
啓
太
郎 

議
員

チ
ラ
シ
配
架
不
許
可
は

団
体
へ
の
圧
力
で
は
な
い
か

一 般 質 問

問　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
や
パ

ン
ト
リ
ー
事
業
の
周
知
と
更

な
る
拡
大
は
。

答　
令
和
６
年
も
県
下
一
斉

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
し
、
市
の
環

境
フ
ェ
ア
で
は
積
極
的
に
周

知
、
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

11
月
か
ら
本
庁
舎
1
階
の
総

合
受
付
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

の
回
収
箱
を
設
置
し
た
。

問　
子
ど
も
食
堂
で
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
食
品
保
管
庫

の
設
置
は
。

答　
現
在
、
寄
附
金
の
活
用

に
よ
る
大
型
の
冷
凍
冷
蔵
庫

の
購
入
に
向
け
て
、
設
置
場

所
や
運
用
方
法
等
に
つ
い
て

詳
細
を
詰
め
て
い
る
。

障
が
い
者
支
援
の 

 

充
実
と
人
材
育
成
を

問　
困
っ
て
い
る
と
感
じ
る

障
が
い
者
へ
の
声
か
け
や
手

助
け
の
方
法
が
分
か
ら
な

い
。
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
を
学
ぶ

講
座
の
開
催
を
。

答　
声
か
け
方
法
や
支
援
の

仕
方
等
が
学
べ
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
マ
ナ
ー
検
定
を
実
施
し

て
い
る
。

市
誕
生
20
周
年 

 

記
念
事
業
の
充
実
を

問　
公
共
施
設
や
歩
道
橋
な

ど
に
横
断
幕
・
垂
れ
幕
を
。

答　
市
役
所
本

庁
舎
・
大
井
総

合
支
所
に
懸
垂

幕
、
上
福
岡
駅

東
口
に
整
備
し

た
横
断
歩
道
橋

に
横
断
幕
の
設

置
を
考
え
て
い

る
。

誰でも気軽にフードドライブ

子
ど
も
た
ち
の
食
を 

 

地
域
で
守
る
た
め
に

鈴
木　
美
恵 

議
員

問　
災
害
発
生
時
な
ど
は
個

人
情
報
の
保
護
よ
り
も
、
生

命
の
保
護
が
優
先
さ
れ
る
べ

き
。
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

個
人
情
報
を
共
有
で
き
な
い

か
。

答　
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時

は
、
本
人
の
生
命
、
身
体
ま

た
は
財
産
を
保
護
す
る
場
合

等
、
本
人
以
外
の
者
に
提
供

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
本
人

の
利
益
に
な
る
と
き
は
、
必

要
な
範
囲
で
個
人
情
報
を
提

供
で
き
る
。

小
・
中
高
生
の 

 

意
見
を
反
映
し
て

問　
子
ど
も
の
意
見
表
明
権

を
尊
重
し
た
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

答　
令
和
4
年
4
月
か
ら
こ

ど
も
の
未
来
を
育
む
条
例
を

施
行
し
た
。

　
子
ど
も
の
意
見
を
尊
重
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
自
ら

の
主
張
を
伝
え
る
機
会
と
し

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。

　
令
和
５
年
に
は
公
園
で
の

ボ
ー
ル
遊
び
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

こ
の
結
果
、
福
岡
中
央
公
園

の
一
部
で
は
一
定
の
ル
ー
ル

の
下
で
、
ボ
ー
ル
遊
び
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問　
策
定
中
の
こ
ど
も
計
画

へ
の
反
映
は
。

答　
令
和
6
年
5
月
か
ら
6

月
に
、
子
ど
も
や
若
者
か
ら

意
見
を
聞
い
た
の
で
、
そ
の

結
果
を
市
の
こ
ど
も
計
画
に

反
映
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

る
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者

安
全
確
保
は
い
か
に

床
井　
紀
範 

議
員

問　
会
津
若
松
市
は
、
部
活

動
の
地
域
移
行
を
地
域
と
連

携
し
て
生
徒
を
育
て
る
た
め

の
体
制
づ
く
り
と
位
置
付

け
、
平
日
は
学
校
、
休
日
は

地
域
が
部
活
動
を
担
っ
て
い

る
。
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答　
部
活
動
の
地
域
移
行
を

急
ぎ
す
ぎ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
や
地
域
に
混
乱

を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
、
子

ど
も
や
関
係
者
の
意
見
を
把

握
し
、
検
討
を
重
ね
、
計
画

的
か
つ
段
階
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
留
意
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
教
材
は 

 

慎
重
に

問　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、

あ
く
ま
で
も
紙
の
教
科
書
の

代
替
教
材
と
位
置
付
け
、
限

定
的
に
使
用
す
べ
き
で
は
。

紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
併
用
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
。

答　
紙
の
教
科
書
に
は
デ
ジ

タ
ル
教
材
に
は
な
い
利
点
が

あ
り
、
紙
ベ
ー
ス
の
学
習
は

児
童
生
徒
の
発
達
に
欠
か
せ

な
い
も
の
と
認
識
し
、
紙
と

デ
ジ
タ
ル
を
併
用
し
た
教
育

を
行
っ
て
い
る
。

市
営
野
球
場
の
整
備

問　
関
係
団
体
の
要
望
を
受

け
て
、
ど
の
よ
う
に
整
備
す

る
の
か
。

答　
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
水
は

け
の
改
善
を
含
め
、
内
野
部

分
を
黒
土
、
外
野
は
人
工
芝

に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体
の

改
修
、電
光
掲
示
板
の
設
置
、

防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
の

項
目
に
つ
い
て
現
在
調
整
、

詳
細
設
計
業
務
を
実
施
し
て

い
る
。

木々の向こうは野球場

部
活
動
の
地
域
移
行

近
藤　
善
則 

議
員

問　
市
が
発
行
す
る
資
格
確

認
書
の
提
示
で
医
療
を
受
け

ら
れ
る
と
す
る
厚
労
省
方
針

の
周
知
の
た
め
、
広
報
板
に

大
き
な
文
字
で
掲
示
を
。

答　
検
討
し
た
い
。

ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
の  

防
音
対
策

問　
音
楽
ス
タ
ジ
オ
Ｂ
か
ら

ド
ラ
ム
の
音
漏
れ
、
振
動
に

よ
る
上
下
の
部
屋
へ
の
影
響

改
善
を
。

答　
ホ
ー
ル
棟
が
完
成
し
た

ら
、
代
替
案
を
考
え
た
い
。

防
犯
灯
の
不
具
合
へ

の
対
応
と
今
後

問　
不
具
合
の
発
生
原
因
と

対
応
は
。

答　
夏
季
の
異
常
な
高
温
や

雷
の
多
発
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

灯
の
開
発
設
計
時
の
想
定
を

超
え
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

業
者
が
年
度
内
に
点
検
、
交

換
を
計
画
し
て
い
る
。

問　
令
和
10
年
賃
貸
借
契
約

満
了
後
の
維
持
管
理
は
。

答　
本
市
に
と
っ
て
最
善
と

な
る
方
法
を
検
討
す
る
。

高
齢
化
社
会
に 

 

お
け
る
投
票
権
の
保
障

問　
令
和
６
年
10
月
の
総
選

挙
で
３
件
が
不
受
理
と
な
っ

た
。
理
由
は
。

答　
不
在
者
投
票
は
投
票
日

前
日
ま
で
に
実
施
と
す
る
公

職
選
挙
法
の
下
で
、
投
票
日

に
投
票
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
た
め
。

問　
不
在
者
投
票
に
関
す
る

規
定
の
周
知
を
。

答　
指
定
施
設
の
不
在
者
投

票
管
理
者
に
事
務
ル
ー
ル
の

徹
底
を
図
る
。

バンド練習が盛んなスタジオB
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
く
て
も  

医
療
が
受
け
ら
れ
る
周
知
を

足
立　
志
津
子 

議
員

一 般 質 問
問　
館
と
し
て
の
公
民
館
が

な
く
な
る
中
で
、
公
民
館
事

業
を
縮
小
す
る
の
で
は
な

く
、
充
実
す
る
た
め
に
何
を

な
す
べ
き
か
。
東
西
の
文
化

施
設
に
市
の
職
員
と
し
て
の

社
会
教
育
主
事
を
配
置
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
。

答　
公
民
館
事
業
を
文
化
施

設
に
な
っ
て
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
拡
充
す
る
た
め
、
体
制

の
拡
充
に
つ
い
て
は
既
に
準

備
を
始
め
て
い
る
。

　
具
体
策
に
つ
い
て
は
、
議

員
の
提
案
に
ほ
ぼ
近
い
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
か
、
力
を

尽
く
し
て
い
く
。

市
防
災
訓
練
へ
の 

 

市
民
参
加

問　
市
の
総
合
防
災
訓
練
に

つ
い
て
は
、
計
画
作
り
の
段

階
か
ら
市
民
と
と
も
に
市
民

が
主
役
と
い
う
考
え
を
も
っ

と
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

答　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

訓
練
に
つ
い
て
は
、
総
合
防

災
訓
練
動
画
な
ど
を
活
用
し
、

好
事
例
の
横
展
開
を
図
る
な

ど
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

訓
練
を
支
援
し
て
い
く
。

問　
24
時
間
地
域
に
い
る
確

率
が
高
い
中
学
生
の
参
加
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
地
元
に
い
る
中
高
生
た

ち
は
、
災
害
現
場
に
お
い
て

災
害
支
援
の
貴
重
な
存
在
で

あ
る
。
自
主
防
災
組
織
の
一

員
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
は

重
要
な
意
義
が
あ
る
。
今
後

は
、
ふ
じ
み
野
高
校
に
も
参

加
を
促
し
て
い
く
。

公
民
館
事
業
の
充
実

塚
越　
洋
一 

議
員

公民館廃止でもカンナは芽を出す
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問　
荒
川
運
動
公
園
野
球
場

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
マ
ウ
ン
ド
付

近
か
ら
石
が
出
て
く
る
。
土

の
補
充
を
。

答　
公
園
内
の
小
石
が
表
面

に
出
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

対
し
、
優
先
的
に
土
の
補
充

を
行
う
な
ど
、
利
用
者
が
安

全
に
利
用
で
き
る
よ
う
整
備

を
実
施
し
て
い
く
。

口
腔
機
能
の
向
上
で 

 

介
護
予
防
を

問　
歯
の
健
康
フ
ェ
ア
で
口

腔
機
能
の
向
上
及
び
評
価
を

行
っ
て
は
。

答　
今
後
の
実
施
方
法
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行

う
こ
と
が
よ
り
効
果
が
あ
る

の
か
を
含
め
、
検
討
し
て
い

く
。ダ

ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が 

 

で
き
る
職
員
体
制
を

問　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

の
導
入
に
向
け
て
、
専
門
職

員
の
配
置
体
制
は
。

答　
職
員
に
専
門
的
な
知
識

や
技
術
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
の
課
題
と
認
識
し

て
い
る
が
、
ま
ず
は
シ
ス
テ

ム
の
移
行
を
目
指
し
、
対
応

を
進
め
る
。

砂
利
道
私
道
の
整
備
を

問　
3
年
、
5
年
な
ど
期
間

限
定
で
補
助
制
度
の
創
設
を
。

答　
今
後
、
ど
う
い
う
形
を

と
れ
ば
、
少
し
で
も
改
善
で

き
る
の
か
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

安
全
に
野
球
を

プ
レ
イ
で
き
る
環
境
を

小
林　
憲
人 

議
員

ピッチャーマウンド付近からこんな石が

教育データの利活用と部活動の地域移行

存在する議会から機能する議会をめざす

総務・教育常任委員会では 11月５日及び６日の日程で、
教育データの利活用と部活動の地域移行について視察研修を行いました。

議会運営委員会では 10月31日及び 11月１日の日程で、
長野県飯田市及び駒ヶ根市で視察研修を実施しました。

　茨城県水戸市では、児童生徒一人ひとりに応じた指導や支
援につなげ、子どもの心の健康観察を実施するため、端末を
積極的に活用している。取り組みには多大な財政負担を伴う
ことから、本市では今後の検討課題である。
　福島県会津若松市では、中学校の部活動は平日は学校、休
日は地域で行われ、学校と地域との協働で生徒の育成が図ら
れていた。本市では専門的な指導者から子どもたちは部活動
の指導を受けているが、今後はその拡充が図られることが求
められる。

　飯田市では飯田市議会政策会議（行政評価）、地方議会評
価モデル、一般質問を通じた議員力、議会力の向上について
学んだ。
　駒ヶ根市では、月２回の議員同士の意見交換を図るツキニ
ミーティング、市民との情報共有及び市民参加促進など住民
参画を意識した議会改革を学んだ。
　視察を通じて、存在する議会から機能する議会をめざす
きっかけとしたい。

総務・教育常任委員会視察調査報告

議会運営委員会視察調査報告

インキュベーション施設で起業の後押しを視察

市民・都市常任委員会では 11月７日に、産業振興をテーマとして、
宇都宮市の起業家支援施設や道の駅事業を視察しました。

　宇都宮市では起業家支援施設「宇都宮ベンチャーズ」を運
営している。支援団体、金融機関などの協力を得て起業を支
援、シェアオフィスや起業家同士の交流に取り組んでいる。
本市でも情報通信、コンサルティング、商品開発、広告、デ
ザインなどの分野で起業を支援する取り組みの参考となった。
　道の駅ろまんちっく村は農業振興や余暇の充実を目的とし
た施設である。本市単独での実施は難しいが、農業と観光を
つなぐ考え方は今後の参考となった。

市民・都市常任委員会視察調査報告

起業家がここから育つ

一 般 質 問

● 学生の意見（抜粋）
ひきこもり支援について
・�当事者のニーズに合った外に出るきっかけ
となるような場が必要。
・�社会的な問題となっているため、市民に対
する学習機会の提供を。
・�ＳＮＳなど多様な媒体の活用による相談方
法の拡充が必要。

子どもの貧困支援について
・�気軽に立ち寄れる場所、相談できる場所
が必要。
・�子ども自身と子育てにお金がなくても困
らない社会にしたい。
・�子どもの貧困について学び、偏見を無く
すことが大事だと思う。

　11月７日、生活・福祉常任委員会では委員長
による定例会報告に続き、子どもの貧困支援とひ
きこもり支援をテーマに福祉分野を専攻している
文京学院大学生13名と議員で意見交換を行いま
した。市議会と文京学院大学は連携協定を結んで
います。

　12月６日、生活・福祉常任委員会では今回の議会報告会の振り返りを行い、学生の意
見を生かしていくことや今後の議会報告会の開催方法などが話し合われました。

文京学院大学で意見交換会
生活・福祉常任委員会 議会報告会

終了後の学生アンケートより
・意見交換を通して視野が広がった。
・直接議員と意見交換ができ自身の意見を発信できたことは貴重な経験だと感じた。
・�意見を言いやすいように、議員からプラスの言葉かけや共感が多かったので話しやすかった。
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編集委員が
インタビュー !

このお仕事を始めたきっかけは。
音大で音楽教育学を学びましたが、卒業後は
音楽から離れていました。その後自分の子ど
もの習い事としてリトミックに出会った時
に、私がずっとやりたいと思っていた音楽で
子どもの教育に関わる仕事というのはこれだ

と感じ、改めて勉強し
てスタートしました。
やりがいを感じるとこ
ろは。
子どもが少しずつ少し
ずつできることが増え
ていく、その場面に一
緒に立ち会えることが
うれしいです。またリ
トミックで身に付けた

ものがほかの場面で生かされていることを聞
くのもうれしく思いますね。
今後の目標はありますか。
来てくれているお子さん一人ひとりに丁寧に
向き合っていきたいと思ってます。また、まだ
まだリトミックを知らない人も多いので、ス
イミングくらいメジャーな習い事にできたら
いいですね。
市にひとことお願いします。
ステラ・ウェストに素晴らしいホールができ
て、ステラ・イーストにも建設中と、市は音楽
に力を入れてくれていると思います。音楽の
設備は整ってきているので、それを使いたく
なる音楽好きな子どもたちが増えるように、
イベントや保育園などでリトミックに触れる
機会をつくってもらえたらうれしいです。

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ

ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

表紙：働く人シリーズに寄せて

リトミック講師リトミック講師  に伺いましたに伺いました

議会広報常任委員会

編集後記
　昨年元旦の能登半島地震では衝撃を受けました。
被災地ではようやく復旧の兆しが見えてきたところ
に、さらに豪雨災害に見舞われました。被災地の復
旧復興を願うとともに、改めてお見舞い申し上げま
す。
　災害に対する市民の関心も高まり、市議会の一般
質問でも防災関連が多く取り上げられました。
　市議会でも市の総合防災訓練と合わせ、情報収集
などの訓練を行い、災害に備える意見交換を行いま
した。本市も、防災の準備が整いつつあります。
　また、本年は阪神・淡路大震災から30年を迎えま
した。平穏な年となることを切に願っています。
� （田中　早苗）

12月定例会の傍聴者は29人でした。

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映や SNS もご覧ください。

ふじみ野市議会

次の定例会の
開  会  予  定：２月21日 午前9：30～

請願締切予定：２月12日 午前10：00

市役所 4 階議場で開催します

表紙の題字を書いてくれた人
大井中学校２年  桑

くわばら
原　旺

お う た
太さん

　僕は、あいさつで人がつながるあたたかなま
ちふじみ野が大好きです。市外の人がたくさん
観光に来てくれるようなまちになってほしいと
思います。

検索

市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、
法律で禁止されています。ご理解をお願いします。

 委 員 長　鈴木　美恵
　委　員　田中　早苗
　委　員　川島　秀男
　委　員　民部　佳代

副委員長　床井　紀範
　委　員　古越　孝子
　委　員　板倉　　篤

浅
あさかわ
川　真

ま り な
莉那 さん
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